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表
紙
の
写
真

〜
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
〜

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
も
、

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が

落
ち
着
い
て
話
し
合
い
が

出
来
る
よ
う
、
都
市
整
備

課
職
員
も
一
緒
に
ベ
ビ
ー

ル
ー
ム
を
使
用
し
て
い
る

一
場
面
。

　
議
会
傍
聴
時
以
外
で
も
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　９月定例会は、８月30日から９月27日までの会期で開催され、条例の改正や補正予算、決算の認
定及び一般質問等を行いました。

９月定例会

補正予算
原案可決

補正額　4億3,685万6,000円追加　⇒　補正後の総額　99億549万3,000円

大涌谷火山対策事業追加…600万4,000円
過年度過誤納還付金追加…4,440万円
財政調整基金積立金追加…3億6,459万5,000円

平成28年度箱根町一般会計補正予算（第4号）

主な
内容

原案可決

補正額　985万6,000円追加　⇒　補正後の総額　3億3,645万6,000円

平成28年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

原案可決

補正額　581万円追加　⇒　補正後の総額　12億781万円
平成28年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第1号）

専決処分
承認

町民税および固定資産税に係る過年度還付が当初見込みより多く、予算に不足が生じることとなったため

専決処分の承認を求めることについて（平成28年度箱根町一般会計補正予算（専決第1号）

補正額　360万円追加　⇒　補正後の総額　94億6,863万7,000円

専決処分とは、議会を招集する時間的余裕がないとき、町長が議会に変わって決定することです。
専決処分したときは、次の議会において承認を求めることとなっています。
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箱
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庭
的
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事
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運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
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・
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案
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に
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・
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テ
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Ｃ
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２
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０
５

２
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特
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金
の
処
分
お
よ
び
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
・
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・
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９月定例会 議
決
結
果

村
野
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小
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鶴
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議　案　等

専決処分の承認を求めることについて 承○○○○○○○○○○○○○

議

長

は

採

決

に

参

加

し

ま

せ

ん

箱根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について 可○○○○○○○○○○○○○

平成28年度箱根町一般会計補正予算（第4号） 可○○○○○○○○×○○○○

平成28年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可○○○○○○○○×○○○○

平成28年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第1号） 可○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町一般会計歳入歳出決算の認定について 認○○○○○○○○×○○○○

平成27年度箱根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 認○○○○○○○○×○○○○

平成27年度箱根町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認○○○○○○○○×○○○○

平成27年度箱根町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認○○○○○○○○×○○○○

平成27年度箱根町温泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町宮城野財産区特別会計歳入歳出決算の認
定について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町仙石原財産区特別会計歳入歳出決算の認
定について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町蛸川財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町温泉特別会計歳入歳出決算の認定について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町育英奨学金特別会計歳入歳出決算の認定
について 認○○○○○○○○○○○○○

平成27年度箱根町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認○○○○○○○○×○○○○

平成27年度箱根町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について 可○○○○○○○○×○○○○

教育委員会委員の任命について 同○○○○○○○○○○○○○

教育委員会委員の任命について 同○○○○○○○○○○○○○

物件供給契約の締結について 可○○○○○○○○○○○○○

議案ごとの審議結果

※　記号の説明　　承：原案承認　　認：原案認定　　可：原案可決　　同：同意　　○：賛成　　×：反対
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決定した決算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経
済効果を評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切
な意義があります。
決算特別委員会の構成は、沖津議長、川端副議長、折橋監査委
員を除く11名です。
今年度は委員長を稲葉議員、副委員長を村野議員が務めました。

決算認定までの流れ
決算とは予算執行の結果、どの
ような成果があったかを示す成
果報告で、会計年度が終わって
から、時間をかけて慎重に審査
を行います。

決算特別委員会での審査
（質疑）

開 催 日　９月１､13､14､16日
審議時間　午前10時～午後５時

・会計管理者が町長に
　決算を提出
・監査委員が決算審査し、
　町長に意見書を提出
※監査は小嶋税理士、折橋議員
　が厳正に行っています。

決算特別委員会決算特別委員会

平成27年度一般会計以外の決算
区　　　　分 歳　　入 歳　　出

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 20億4,296万円 19億6,836万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億9,339万円 2億8,448万円
介 護 保 険 11億6,641万円 11億5,763万円
４ 財 産 区 512万円 368万円
温 泉 1億6,254万円 1億3,817万円
育 英 奨 学 金 3,302万円 2,130万円
下 水 道 事 業 18億7,412万円 18億4,436万円

企業会計(水道事業) 4億1,675万円 3億9,315万円

平成28年３月31日
会計年度終了

平成28年５月31日
出納整理期間終了

町長が監査委員の意見書
を添えて議会に上程

全員賛成または賛成多数で認定
※３ページ、議案ごとの審議結果
　をご覧ください。

討論を経て会計ごとに採決

平成28年
９月定例会

町税
59億6,770万円

61.5％
一般会計
歳　入
収入済額

96億9,828万円

一般会計
歳　出
収入済額

93億1,185万円

国庫･県支出金
8億1,311万円　8.4％

町債
7億2,750万円
7.5％

人件費
(義務的経費)
    28億1,217万円
        30.2%

扶助費
(義務的経費)
5億4,230万円
5.8％

公債費(義務的経費)
9億9,156万円　10.6%

物件費
21億6,771万円

23.3%

維持補修費
2億7,869万円
3.0%

補助費等
5億2,666万円
5.7%

積立金･貸付金
1億3,855万円
1.5％

繰出金
10億3,544万円
11.1%

投資的経費
8億1,877万円　8.8%

地方消費税
交付金
3億7,402万円
3.9％

使用料
及び手数料
2億9,061万円
3.0％

繰入金
2億7,652万円
2.9％

繰越金
2億2,405万円
2.3％

その他
10億2,478万円
10.5％

町民税、
固定資産税など

議員、正職員、
各種委員の給与

特別会計への
繰出金

借入金

※各項目で四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

議会だより　はこね第186号 平成28年12月　（4）



決算審査のチェックポイント

決算特別委員会で審議された一例

審査区分・質疑時間

～歳出編～
支出の適法適正の動向
不要額の妥当性
予算流用の適正状況
予備費の充当の適正度
補助金の効果
その他留意事項について
主な施策の成果の活用
財産に関する調書明細書の活用
基金の運用状況の審査
財産運用の適否の判断
仕事の出来高と出来具合の審査

～歳入編～
町税等の収入の
　　　　　状況確認
補助金の確保の動向
町債等の動向
その他の収入動向

審査
区分 会計名称 質疑時間

（1人あたり）
1 一般会計（歳入） 20分

2
一般会計（歳出：議会費・総務費・
民生費・衛生費・農林水産業費・
観光費） 各区分

30分
3
一般会計（歳出：土木費・消防費・
教育費・災害復旧費・公債費・諸
支出金・予備費）

4
国民健康保険特別会計、後期高
齢者医療特別会計、介護保険特
別会計

各区分
20分5

４財産区特別会計（温泉、宮城野、
仙石原、蛸川）、温泉特別会計、育
英奨学金特別会計、下水道事業
特別会計、水道事業会計

6 総括（各区分に共通する事項等）

【第１区分】
●固定資産税（評価替えの影響等）について
●入湯税(大涌谷周辺の火山活動に伴う影響等)
　について
●不動産売払収入(総務土地売払収入)について

　決算特別委員会では、72項目について審議が行われました。こちらでは、区分毎の審議事項の一例をご紹介
いたします。審議内容の詳細につきましては、ホームページにおいて公開いたしますので、ご覧ください。

　決算特別委員会では、会議を円滑に、効率よく
進めるため、次のとおり区分を６つに分け審議を
行いました。

【第４区分】
●国民健康保険特別会計(保険料・広域化等)に
　ついて
●介護保険特別会計(制度改正による影響等)に
　ついて

【第２区分】
●地方創生推進事業（箱根元気プロジェクト、
　Free‐Wifi環境改善事業等）について
●観光街路灯整備補助金工事事業について
●すすき草原保存整備事業について

【第５区分】
●水道事業会計（有収水量率・料金等）につい
　て
●下水道事業特別会計（使用料等）について

【第３区分】
●消防車両整備事業について
●高等学校等通学費補助事業について
●湯本山崎オフランプ接続町道整備事業につい
　て

【第６区分】
●休日、夜間等の救急医療体制及び救急搬送に
　ついて
●箱ぴたクーポンについて
●大涌谷の影響について

ホームページURL：http://www.town.hakone.kanagawa.jp/index.cfm/11,0,72,html

決
算
特
別
委
員
会
の
様
子
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宮城野保育園について
町 ― 予期せぬ工事難航と完成延期による工事費増額の補正予算を12月議会に上程予定

障
害
物
に
関
す
る
問
題
は
な
か
っ
た
。

跡
地
は
更
地
で
譲
渡
さ
れ
、
分
校
は
木

造
平
屋
建
て
で
あ
り
、
浅
い
採
掘
で
建

築
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
追
加
工
事

費
用
に
つ
い
て
は
、
工
事
全
体
で
調
整

し
積
算
内
容
や
金
額
を
精
査
し
、
12
月

議
会
に
上
程
予
定
で
あ
る
。

　
湯
本
幼
児
学
園
建
設
は
施
工
業

者
と
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
で
裁
判
と

な
っ
た
が
、
同
じ
経
緯
を
辿
る
事
は
な

い
か
。
業
者
と
の
共
通
認
識
の
下
で
工

事
を
進
め
、
施
工
業
者
の
負
担
に
な
る

こ
と
な
く
、
ま
た
園
児
の
過
ご
し
や
す

い
宮
城
野
保
育
園
工
事
の
進
捗
を
願
う
。

　
施
工
業
者
・
設
計
業
者
・
町
三

者
の
細
部
の
意
思
疎
通
を
は
か
り

問
題
の
無
い
よ
う
に
話
し
合
い
、安
心
・

安
全
な
施
設
の
完
成
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。

　
宮
城
野
保
育
園
建
設
は
、

町
民
注
目
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
現
在
ま
で

の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。　

地
盤
工
事
中
に
、
残
留

障
害
物
撤
去
の
工
事
や
予

測
し
な
か
っ
た
旧
分
校
の
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
転
石
が

出
土
し
、
更
に
は
巨
大
流
木
も

出
土
し
た
。
こ
の
障
害
物
は
地

盤
調
査
で
は
発
見
さ
れ
て
な
く
、

な
お
か
つ
地
盤
の
軟
弱
な
箇
所

も
あ
り
、
奥
に
重
機
が
侵
入
で

き
ず
難
航
し
て
い
る
状
況
で
、

工
事
の
進
捗
に
支
障
が
出
て
い

る
。

　
完
成
は
３
ヶ
月
程
度
延

期
と
説
明
さ
れ
た
。
当
初

の
基
本
設
計
及
び
分
校
跡
地
を

県
よ
り
譲
り
受
け
た
時
点
の
経

過
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
設

計
変
更
に
伴
う
工
事
内
容
と
追

加
費
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
当
初
の
ボ
ー
リ
ン
グ
３

本
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、

問問 答答

　９月定例会では、町政全般へ８人の議員が16項目にわたる一般質問を
行いました。なお、質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。掲載
にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に抜粋し、編集したもの
となっておりますので、ご了承ください。

町
の
考
え
方
を
問
う
！

問答

石
川
栄
議
員

宮城野保育園建設現場

一一

般般

質質

問問

質問者 質問項目 ページ

石川　　栄 ・宮城野保育園建設工事について
・仙石原「温湯」周辺整備推進について 6

川口　延明 ・災害時における要配慮者の支援体制について 7

遠藤　秀則
・社会福祉協議会について
・ふるさと納税への取り組みについて
・住宅地等に出没するイノシシ対策について

7

折橋　尚道 ・宮ノ下地区公共施設利活用事業について
・箱根恵明学園の温泉幼稚園施設への移転について 8

稲葉親太郎 ・環境先進観光地箱根の空家等対策の推進に関する特別
　措置法に対する当町の方針について 8

山田　和江 ・県西地域における「連携中枢都市圏構想」について
・バス代の負担軽減について 9

村野由紀子
・箱根町子ども・子育て支援事業計画について
・消費増税再延期と箱根町の経済及び財政について
・大涌谷火山活動による町内中小企業等の支援対策について

9

川端　祥介
・箱根町の環境政策に関しての食品廃棄物の減量化等について
・大涌谷における観光客の安全対策と交通渋滞解消の取
　組みについて

10
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社会福祉協議会の機能の一部をさくら館に移転できないか
町 ― 地域包括支援センター相談窓口の増設等について今後検討していく

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
湯
本
に
一

極
集
中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
機

能
の
一
部
を
さ
く
ら
館
に
移
転
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
湯
本
へ
移
転
し
、
平
成
23
年
３

月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を

新
た
に
始
め
、
よ
う
や
く
地
域
の
方
や

関
係
機
関
に
現
在
の
場
所
が
根
付
い
て

き
た
と
実
感
し
て
い
る
。
各
課
や
事
業

所
と
の
連
携
で
、
今
の
場
所
が
適
し
て

い
る
と
考
え
る
。
今
後
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
湯
本
と
は

別
に
さ
く
ら
館
に
増
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
な
ど
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
な
ど
、
様
々
な
協
議

の
場
を
通
じ
て
課
題
の
整
理
、
検
討
を

し
て
い
く
。

遠
藤
秀
則
議
員

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
業

務
内
容
や
職
員
の
配
置
、

今
後
の
町
と
の
係
わ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
業
務
内
容
と
し
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の

助
成
、
支
援
、
発
掘
及
び
育
成

を
す
る
と
と
も
に
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
、

多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

職
員
に
つ
い
て
は
、
合
計
で
常

勤
12
名
、
嘱
託
３
名
、
非
常
勤

６
名
の
21
名
で
運
営
し
て
い
る
。

地
域
福
祉
の
実
現
に
重
要
で
あ

り
、
町
民
と
行
政
の
橋
渡
し
と

し
て
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

問

問

答

答

災害時における高齢者・要配慮者の支援体制について
町 ― 町も関係各所と連携を取り最善な体制で取り組む

　
箱
根
町
に
お
い
て
も
高

齢
化
率
が
年
々
上
昇
を
し

て
い
る
。

　
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
災
害
時
等
の
対
応
方

法
も
変
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
否
め
な

い
わ
け
で
あ
る
。

　
平
常
時
、
健
常
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
人
で
あ
っ
て
も
加
齢
に

よ
る
体
力
の
低
下
が
あ
り
、
す

べ
て
の
災
害
に
お
い
て
一
般
の

人
々
と
同
じ
よ
う
な
危
険
回
避

の
行
動
や
避
難
行
動
、
避
難
生

活
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
災
害
時
に
お
け
る

高
齢
者
を
含
め
た
要
配
慮
者
に

つ
い
て
誰
が
避
難
の
呼
び
か
け

や
避
難
時
の
支
援
を
す
る
の
か
。

　
災
害
等
に
備
え
て
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の

「
所
在
情
報
」
を
把
握
し
、
あ

ら
か
じ
め
民
生
委
員
、
自
治
会

な
ど
の
地
域
支
援
者
に
周
知
し
、

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る

理
解
と
災
害
時
等
の
避
難
支
援

問答

に
役
立
つ
よ
う
、
台
帳
の
作
成
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
地
域
ぐ
る

み
の
避
難
体
制
の
整
備
の
た
め
、
日
頃

か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
と
の
良
好
な

関
係
を
築
い
て
お
き
、
迅
速
か
つ
安
全

に
避
難
が
行
え
る
よ
う
努
め
、
さ
ら
に

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
に
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
に
努
め
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
災
害
発
生
時
に

は
、
近
隣
住
民
が
互
い
に
助
け
合
っ
て

避
難
支
援
を
行
う
こ
と
や
避
難
支
援
体

制
を
作
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
の
は
、
そ
こ

に
住
む
住
民
の
方
に
他
な
ら
な
い
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
お
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

川
口
延
明
議
員

さくら館

さくら館ロビー
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稲
葉
親
太
郎
議
員

空き家等対策の推進に関する取り組みについて
町 ― 本町においても空き家の実態調査を進めるとともに、空き家バンクを設立

　
町
の
空
き
家
対
策
に
関

す
る
取
組
状
況
と
、
特
別

措
置
法
に
関
す
る
対
応
等
に
つ

い
て
伺
う
。　

　
空
き
家
等
対
策
計
画
の

策
定
や
協
議
会
の
設
置
、

特
定
空
き
家
に
対
す
る
措
置
な

ど
の
定
量
的
、
客
観
的
デ
ー
タ

を
把
握
す
る
た
め
、
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
く
。

　
比
較
的
状
態
の
良
い
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
定
住

化
の
観
点
か
ら
も
不
動
産
市
場

へ
の
流
通
を
促
す
な
ど
、
有
効

活
用
を
図
る
取
組
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
空
き
家
活
用

に
関
す
る
見
解
と
取
組
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。　

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
住

み
た
い
ま
ち
箱
根
推
進
事

業
と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く

移
住
定
住
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
そ
の
事

業
の
一
環
で
、
空
き
家
の
利
活

用
と
移
住
の
対
策
と
な
る
「
お

試
し
居
住
」
を
実
施
す
る
。
さ

問問 答答

ら
に
は
、
宅
建
協
会
と
の
協
働
に
よ
る

空
き
家
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
、
空
き
家

の
不
動
産
市
場
で
の
流
通
を
促
し
て
い

き
た
い
。

　
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
倒
壊
等

保
安
上
危
険
で
あ
る
状
態
や
景
観

を
損
な
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
特
定
空

き
家
に
対
す
る
見
解
と
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
行
政
代
執
行
に
よ
る
強
制
執
行

な
ど
の
手
法
は
個
人
の
財
産
を
侵

害
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
外

部
有
識
者
を
含
め
た
協
議
会
に
よ
り
認

定
手
続
き
を
行
う
な
ど
、
慎
重
な
対
応

を
検
討
す
る
。

問答

折
橋
尚
道
議
員

　
温
泉
幼
稚
園
を
廃
園
し
そ
の
後
、

施
設
に
箱
根
恵
明
学
園
が
移
転
し

再
利
用
す
る
が
、
在
園
期
間
の
あ
る
園

児
の
処
遇
と
移
転
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
地
域
に
対
す
る
説
明
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

　
想
定
以
上
に
園
児
の
減
少
が
進

み
、
ま
た
、
幼
稚
園
と
養
護
施
設

と
の
共
存
が
不
可
能
な
た
め
、
温
泉
幼

稚
園
廃
園
を
決
定
し
、
箱
根
恵
明
学
園

の
移
転
要
望
を
受
け
入
れ
た
。
次
年
度

通
園
年
齢
に
あ
る
園
児
の
保
護
者
に
は
、

教
育
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

　
予
定
と
し
て
は
、
12
月
の
議
会
に
関

連
す
る
議
案
を
上
程
し
、
箱
根
恵
明
学

園
と
契
約
を
締
結
す
る
。
移
転
完
了
は

平
成
31
年
４
月
を
予
定
し
て
い
る
。
今

ま
で
も
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た
が
、

今
後
、
移
転
ま
で
の
期
間
要
望
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
説
明
会
を
開
催
す
る
。

答

宮ノ下地区公共施設集約と箱根恵明学園の移転について
町 ― 公共施設は集約し合築する。箱根恵明学園は温泉幼稚園へ移転する

　
宮
ノ
下
地
区
公
共
施
設

利
活
用
事
業
で
示
さ
れ
た
、

温
泉
出
張
所
・
消
防
団
詰
所
・

観
光
案
内
所
、
三
施
設
の
再
編

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
28
年

度
に
基
本
構
想
の
作
成
、
そ
の

後
は
第
1
期
再
編
計
画
に
位
置

づ
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
を
伺
う
。

　
仮
称
、
箱
根
町
第
１
期

公
共
施
設
再
編
計
画
で
は

モ
デ
ル
と
位
置
付
け
、
出
張
所
、

消
防
団
詰
所
、
観
光
案
内
所
の

３
施
設
は
、
複
合
型
施
設
と
し

て
新
た
に
整
備
す
る
方
針
を
示

し
、
基
本
構
想
策
定
の
委
託
料

を
本
年
度
予
算
計
上
。
入
札
に

向
け
て
事
務
を
進

め
て
い
る
。
一
般

的
な
公
共
施
設
整

備
の
流
れ
は
、
基

本
設
計
、
実
施
設

計
、
工
事
と
な
り

大
体
完
成
ま
で
３

年
か
ら
４
年
程
度

に
な
る
。

問

問

答

現在の恵明学園
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産前産後ケアの充実を
町 ― ママサポート事業を充実し、前向きに検討していく

策
、
産
後
の
う
つ
防
止
、
児
童
虐
待
防

止
の
た
め
に
も
産
前
産
後
ケ
ア
の
専
門

家
ド
ゥ
ー
ラ
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
、

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
産
後
の
精
神

的
に
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
時
期
に

大
変
良
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
今

後
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
野
由
紀
子
議
員

　
養
育
支
援
の
訪
問
に
つ

い
て
は
、
町
が
認
め
た
支

援
の
必
要
な
方
が
対
象
者
で
、

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
家
事
援
助

を
実
施
し
て
い
る
が
、
出
産
さ

れ
た
方
は
、
皆
さ
ん
リ
ス
ク
が

あ
る
と
思
う
。
対
象
者
を
出
産

後
１
年
未
満
の
全
家
庭
に
広
げ

ら
れ
な
い
か
伺
う
。

　
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
所
に
委
託
し
支
援

し
て
い
る
。
事
業
所
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
範
囲
で

受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
も
十
分
検
討
す
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ド
ゥ
ー

ラ
協
会
か
ら
認
定
を
受
け

た
資
格
者
で
産
前
産
後
の
お
母

さ
ん
や
お
子
さ
ん
の
対
応
を
す

る
プ
ロ
「
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
い
う

専
門
家
が
東
京
な
ど
を
中
心
に

産
後
ケ
ア
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
産
婦
人
科
医
院
、
助
産
院

も
な
い
箱
根
町
こ
そ
少
子
化
対

問問 答

答

連携中枢都市圏構想は形を変えた合併・道州制への一里塚
町 ― 現時点でそのような評価はできないと考えている

　
小
田
原
市
と
南
足
柄
市

が
合
併
を
視
野
に
協
議
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

県
西
地
域
に
は
新
た
な
「
連
携

中
枢
都
市
圏
構
想
」
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
併
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
ま
ず
保
健

所
や
、
児
童
相
談
所
は
ど
う
な

る
か
。　

保
健
所
業
務
は
引
き
続

き
県
が
現
在
地
で
行
う
と

の
考
え
が
示
さ
れ
、
児
童
相
談

所
も
影
響
は
な
い
。

　
県
福
祉
局
総
務
部
に
問

い
合
わ
せ
し
た
ら
現
在
白

紙
だ
と
言
っ
て
い
る
。
県
と
よ

く
協
議
を
し
、
そ
の
都
度
、
住

民
に
知
ら
せ
て
保
健
所
業
務
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と

思
う
が
。

　
町
と
し
て
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
。

　「
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
」
に
こ
の
構
想
の
影

響
は
あ
る
の
か
。

問問問 答答

　
市
町
村
ご
と
に
施
設
を
将
来
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
を
定

め
る
も
の
で
影
響
を
受
け
る
性
格
の
も

の
で
は
な
い
。

　
来
年
度
知
事
に
広
域
水
道
の
権

限
が
与
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
広
域
化
の
話
は
あ
る
の
か
。

　
県
西
地
域
で
広
域
化
の
検
討
会

が
出
来
て
い
る
。

　
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
連
携
協

約
制
度
」
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
こ
の
制
度
を
含
め
て
多
様
な
広

域
連
携
制
度
が
あ
る
中
で
最
も
適

し
た
も
の
を
選
択
す
る
の
が
重
要
で
あ

る
。

　「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」
は

形
を
変
え
た
合
併
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
道
州
制
へ
の
一
里
塚
で
は
な
い

か
。

　
現
時
点
で
形
を
変
え
た
合
併
と

か
、
道
州
制
へ
の
一
里
塚
の
評
価

は
出
来
な
い
。

山
田
和
江
議
員

答答答答 問問問

母子健康手帳

マタニティマーク
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川
端
祥
介
議
員

　
箱
根
町
で
は
、
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
も
と
、廃
棄
物
の
減
量
化
・

資
源
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
者
も
あ
る
が
、
一

部
の
事
業
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
広
報
等
に
努
め
て
来
て
い

る
が
、
処
理
手
数
料
が
か
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
事
業
系

廃
棄
物
を
原
則
自
己
搬
入
と
し
て
処
理

手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
で
、
事
業
者

に
お
い
て
は
、
食
品
廃
棄
物
の
減
量
化

や
資
源
化
の
方
策
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
事
業
者
自
ら
が
食
品

廃
棄
物
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
の

対
策
支
援
と
し
て
、
事
業
用
生
ゴ
ミ
処

理
機
器
を
導
入
す
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

食品廃棄物の減量化・リサイクルの促進を！
町 ― 事業系食品廃棄物の減量化に対しては、処理機器導入施策の検討に取り組む

　
食
品
ロ
ス
防
止
の
た
め
、

事
業
系
廃
棄
物
の
排
出
者

に
つ
い
て
、
今
後
は
、
減
量
を

し
な
け
れ
ば
経
費
が
生
じ
、
経

済
的
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら
、
事
業
系
廃
棄
物
の

減
量
化
・
資
源
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。

　
箱
根
町
の
環
境
政
策
に
関
し

て
食
品
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資

源
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

各
事
業
所
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
か
伺
う
。

問

答

総務企画観光常任委員会委員長報告

　
当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
去
る
10
月
5
日
に
、
企
画
観
光
部
長
、

企
画
課
長
、
担
当
職
員
に
出
席
を
求
め
て
、
箱
根
町
空
き
家
バ
ン

ク
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
、
公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
小
田
原
支
部
と
の
締
結
を
前
に
、
そ
の
締
結
内
容
と

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、同
日
、

箱
根
町
住
ま
い
の
た
め
の
支
援
制
度
の
、
特
に
補
助
額
の
変
更
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
と
も
に
、
当
町
の
住
民
の
た
め
の

利
益
に
繋
が
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
当
議
会
に
お
い
て
も
数
年

前
よ
り
検
討
し
て
き
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
・
住

ま
い
の
た
め
の
支
援
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
す
ぐ
に
で
も
活

用
で
き
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
是
非
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
活

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
長
　
山
田
　
成
宣

コンポスター

総務企画観光常任委員会の様子
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新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
へ
の

議
会
開
催
予
定
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
議
会
カ

レ
ン
ダ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
の
と
き
に
、
議
会
傍
聴
の

予
定
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
長
期
的
な
議

会
予
定
を
あ
ら
か
じ
め
知
り
た
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
お

む
ね
3
か
月
先
ま
で
示
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。（12

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
今
ま
で
議
会
開
催
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

は
、
公
共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
9
月
議
会
関
連
ポ
ス
タ
ー
か
ら
、

議
員
が
各
地
域
に
出
向
き
、
商
店
・
コ
ン

ビ
ニ
・
金
融
機
関
な
ど
に
掲
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
掲
示
を
お
願
い
で
き
る
方
が
お

り
ま
し
た
ら
、
議
員
か
議
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
チ
ャ
レ
ン
ジ

教育福祉環境常任委員会委員長報告

　
９
月
開
催
の
常
任
委
員
会
で
箱
根
町
廃
棄
物
減
量
化
及
び
適
正

処
理
一
部
改
正
に
関
す
る
、
事
業
系
ゴ
ミ
排
出
ガ
イ
ド
素
案
の
見

直
し
、及
び
箱
根
町
景
観
条
例
見
直
し
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

　
事
業
系
ゴ
ミ
排
出
素
案
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
の
意
見
を
求
め

て
概
ね
素
案
通
り
と
決
定
し
議
会
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
箱
根
町
景
観
条
例
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
6
月
の
施
行
後
、

７
年
以
上
経
過
し
、
基
準
の
見
直
し
を
行
う
と
話
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
も
課
題
と
し
て
継
続
調
査
を
行
う
こ
と
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
申
し
出
て
い
る
、
教
育
施
設
改
修

や
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
、
景
観
条
例
等
、
山
積
さ
れ
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
長
　
勝
俣
　
剛
一

教育福祉環境常任委員会の様子

店内に掲示した議会開催ポスター

﹇
議
会
ポ
ス
タ
ー
﹈

﹇
議
会
カ
レ
ン
ダ
ー
﹈

議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会
　

委
員
長
　
折
橋
尚
道

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
地
方
議
会
で
政
務
活
動
費
の
不
正

受
給
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
箱
根
町
は
議
員
一
人
当
た
り

年
額
12
万
円
が
各
会
派
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
費
用
を
利

用
し
て
視
察
や
研
究
費
、
国
県
に
対

す
る
陳
情
な
ど
の
経
費
に
充
て
て
い

ま
す
。

　
こ
の
政
務
活
動
費
に
関
す
る
報
告

書
・
領
収
証
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
す
べ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
改
革

議会だより　はこね（11）　平成28年12月 第186号



　
秋
の
箱
根
も
昨
日
ま
で
、
一
気
に
冬

が
到
来
の
季
。
町
政
運
営
の
あ
る
意
味

監
査
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
平
成

27
年
度
の
決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
を

含
む
９
月
定
例
会
が
29
日
間
と
い
う
長

丁
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
施
策
か
ら
文
化
財
保
護
、
町

の
総
合
計
画
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に

わ
た
り
な
が
ら
、
町
の
全
て
の
事
業
を

精
査
し
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
も
早
く
、
情
報
公
開
の

意
味
か
ら
も
、
今
回
か
ら
こ
の
議
会
だ

よ
り
に
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審

議
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
是
非
と
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
疑
問
等

が
あ
れ
ば
今
後
と
も
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
も
、
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
年
の
大
空
に
羽
ば
た
く
、
丁
酉
年

も
み
え
て
き
ま
し
た
。

　
町
全
体
が
、
大
き
く
羽
ば
た
け
る
よ

う
な
素
敵
な
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
田
成
宣
　
記
）

編 

集 

後 

記

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　委
　員
　長

　稲
葉
親
太
郎

　
　
　副
委
員
長

　勝
俣

　剛
一

　
　
　委

　
　員

　村
野
由
紀
子

　
　
　委

　
　員

　川
口

　延
明

　
　
　委

　
　員

　山
田

　成
宣

　
　
　委

　
　員

　折
橋

　尚
道

『家族になってちょうど１年。これからも沢山沢山、遊ぼうね。』

（元箱根　大場征広さん）
　次号以降に掲載するペットを募集しています。
　50文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっている動物の
名前と住所、電話番号を明記の上、写真を郵送または下記にＥ
メールにて議会事務局まで提出ください。（名前と地区を掲載）
web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp
　なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますので、あ
らかじめご了承下さい。

我が家の自慢

議会だより広報研修会に行きました
　10月26日に、東京都千代田区のシェーンバッハ・サ
ボーにおいて、平成28年度町村議会広報研修会が開催さ
れ、広報広聴委員会の折橋委員と稲葉が出席しました。
　研修の目的は、議会だよりを読みやすく、分かりやす
く、身近な広報誌とすることを目的に「分かりやすく、
伝わる広報誌の表記」、「読まれて、伝わる議会広報
誌」、「優秀賞受賞紙から学ぶ企画編集」というテーマ
の講演でした。
　当町の議会だよりは、表現が堅苦しく分かりにくい点
がありますので、今後は、創意工夫により、簡潔かつ明
瞭にするよう改善して行かなければならないと感じまし
た。

広報広聴委員会　委員長　稲葉　親太郎

ひ
の
と
と
り

研
修
会
の
休
憩
中
に

12月定例会日程（予定）12月定例会日程（予定） ～皆さまのお越しをお待ちしています～

12 月１日㈭、13 日㈫、14 日㈬
※11月24日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、
　変更となる場合があります。
　詳しくは、議会事務局（85-9570）までお問い合わせいただ
　くか、町議会ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

議会カレンダーの
一例

ソナちゃん
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